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【緒 言】歯周組織再生 を目的に,根 面処理,骨

移植およびGTR法 が実施 され,サ イ トカイン療

法 と してエ ナ メルマ トリックス タンパ ク質,

FGF-2あ るいはPDGFの 効果が検討されている。

エナメルマ トリックスタンパ ク質を応用 した臨床

研究は国外で数多く報告 されており,国 内でもい

くつかの報告が挙げられている。 日本人を対象と

した同様の研究では,術 後のPPD減 少量の範囲

は2.9～4.2mm,骨 欠損深 さの減少量の範囲は0.8

～2 .2mmで あると報告 されている。一方,国 外

の報告によると,術 後のPPD減 少量の平均は4.1

±1.6mm,骨 欠損深 さの減 少量 の範 囲は0.7～

3.1mmと されている。

演者 らは過去7年 間に亘 りエム ドゲインRゲ

ル を併用 した歯周組織再生療法を行い,良 好な治

療成 績 を得て い る。根 面処理 に際 して,fiber

retention　therapyの 概 念 を踏 まえて低 侵襲 に

行ってきた。

本研究の目的は,奥 羽大学歯学部歯周病学分野

で実施 したエム ドゲインRゲ ル を用いた歯周組

織再生療法の臨床成績を後ろ向き研究により評価

す ることである。

【材料と方法】奥羽大学歯学部附属病院三階総合

歯科(歯 周)に てエナメルマ トリックスデ リバティ

ブを用いた歯周組織再生療法 を施行 した25名(平

均年齢49.3±10.8歳,男 性9名,女 性16名)の 患

者の うち,術 後1年 以上経過観察 を行ってい る

152歯 について,ポ ケ ッ ト深 さ(PPD),BOPお

よびエ ックス線写真の臨床データを評価 した。

歯周炎に影響 を与える全身疾患を有するものは

いなかった。

【考 察】本研究における術後のPPD減 少量は

2.7±1.2mmで あり,統 計学的に有意な改善 を認

めたが,Tsitouraら や,日 本人を対象 とした複

数の研究 と比較すると,や や低い結果であった。

本研究では水平性骨欠損症例 も評価の対象とした

ことが一因であったと考えられる。

また,骨 欠損深 さの減少量は2.5±1.9mmで あ

り統計学的に有意な改善を認めた。国内の同様の

研究と比較 して も,優 れた成績であった。国外の

研 究 結 果 と 同程 度 で あ った。fiber　retention

therapyの 概念を踏 まえて低侵襲に行ったことが

良好な予後につながったと考えている。

【結 語】fiber　retention　therapyを 考慮 してエ

ナメルマ トリックスデ リバティブを用いた歯周組

織再生療法 を水平性骨欠損症例 も含め幅広 く適応

した結果,過 去の報告 と同等の結果を得た。


